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平成20年度 企業内家庭教育学習講座（フォーラム）

株式会社 ピカコーポレイション 滋賀工場

■期日 平成20年11月21日（金）

■時間 午後1時30分～16時50分

■会場 犬上郡多賀町富之尾1110

■対象 ピカコーポレイション従業員

※滋賀県家庭教育協力企業

協定制度締結企業

■日程 1班 13：30～15：00 35名（前半）

2班 15：20～16：50 47名（後半）

■はじめに…
□心がかよう…近江商人の「売り手よし 買い手よし 世間よし」の三方よしに代表される経営理念

□社会みんなで支え合う「子によし 親によし 世間によし」の子育て三方よしの願い

◎「ヒト」が「ひと」として育つための協働した「営み」を
１．「家庭」という場を見つめ直しましょう。

・家庭での「育み」はすべての出発点

・「ヒト」から「ひと」へ生きることの基本を学ぶ場…コミュニケーションの始まり

２．「学校」という場…

・子どもが自分とその家族以外の人と初めて深く交わるところ

人との関わりのあり方の基本を学ぶ場

親密でない人、互いによく見知っていない人との対人関係の基本を学ぶ。

異なる年齢の人とも交わることを覚えていく。

・子どもの集団（学校）に外の風を…学びの広がり、対人関係の広がり

３．「地域」では…

・子どもが「自然に育つ」ための条件…家族や同年齢の友だち以外の人との協調や葛藤

見知らぬ、ちょっとだけ見知っている異世代の他人との個人的な会話の大切さ

少し距離をおいて見守るようなまなざし…かつては安心感に溢れていた。

・地域社会で十分に揉まれることなく、家庭から、学校から、…いきなり公的空間へ

…つまりは社会に出ることに

・開かれた形で地域社会も参画すべき時代

◎現代社会における「こころ」を「育む」ために考えたいこと
１．思いどおりにならないことの存在

・生命の営みの尊さ

２．情報化社会という環境

・果たして世界は広がったか？

・コミュニケーションの基本…臨機応変の対応、やりとり、折り合いのつけ方

３．夢や希望を育む大人社会の責任とは…

・自己のアイデンティティに苛まれる社会

・多様な仕事や生き方があることを伝える、生きがいを語る、がんばっている人を見つけること

■終わりに…コップいっぱいの水

みんなで支え合って「こころ」を育む営みを

みんなで支え合って…

人と人が「心でかかわること」を

大事にしていきましょう。

自分を大切にする心…

人を思いやり大切にする心を…

互いに育んでいきましょう。


